
「父は永遠に悲壮である」 荻原朔太郎 
校長 川㟢 貞昭 

 

 5・6 月は、運動会、学校公開と大きな行事があり、多くの保護者、地域の皆さんに学校へ足を運んでい

ただきました。運動会当日は、子供たちの一生懸命な姿を見て、大きな声で声援を送っていただき本当にあ

りがとうございました。 

 

 運動会で大活躍だったおやじの会の皆さんや、当日参観してくださった多くのお父さんを見て思ったこと

があります。 

6月の第 3日曜日（18日）は「父の日」でした。5月の第 2日曜日の母の日は有名ですが、父の日となる

となぜか影が薄い気がします。ゲーテは、「自分自身に欠けていたものが息子に実現されるのを見ようとす

るのは、すべての父親の敬虔な思いである。」と言っています。たとえ口に出さなくても、父親の子に対す

る期待は大きく複雑です。私自身「俺に似ろ、俺に似るなと子を思い」の心境なのですが。 

 日産の社長だったカルロス・ゴーン氏が、「大切な柔軟思考」というタイトルで、次のようなことを書い

ていたのを思い出しました。教育についての考え方という質問に、「私個人としては、学校教育は重要な役

割を担っているが、学校に全責任を負わせるべきではないと考えている。子供の教育には親の責任が極めて

重いからだ。我が家では、4 人の子供の教育は直接的には妻の担当だ。だが、父親の役割も非常に重要だ。

私はどんなに忙しくても、毎朝早く起きて子供たちと朝食をとる。親は子供たちを教養豊かな人間に育てる

義務がある。教養とは、単に知識の取得だけではなく、考える力、合理性、創造性、自主性などで、親は子

供たちがそれらを習得するために、常に話し合って、手助けする必要がある。とはいえ、親が関わりすぎる

と子供の創造性、主体性を台無しにしてしまう。教育とは達成が難しい芸術のようなものだ。」と言ってい

ます。父親の存在というものは非常に難解な感じがします。 

 父の日に、一人の父親として私が思ったことを書きました。親の存在を考えるきっかけになればと思って

います。 

＜粟野・日光移動教室があります。＞ 

 6月 28日から 5年生の粟野移動教室、7月 5日から 6年生の日光移動教室があります。自然や歴史に触れ、

友達と集団生活を送る中で、多くの思い出を作ってきてほしいと思います。ご家庭でも、子供から土産話を

聞いてあげてください。 
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７月の生活目標  

廊下や階段を正しく歩こう  

          岩本 美代子  

学校生活も３ヶ月が過ぎ、夏休みまであと少しで

す。教室の移動や休み時間の移動のとき、慌てて走

ってしまう姿が見られます。廊下は静かに右側を歩

くよう、もう一度基本的なことを振り返り、安心・

安全な学校生活が送れるよう指導中です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【スクールカウンセラー来校日】 
佐川幸代先生：  ３日（月）  １０日（月） 

 
 山本有希子先生： ７日（金）  １４日（金） 
          
 
【ヒトツバタ子ひろば】 
   ６日（木）  ９日（日）     
   

あわの移動教室での学び   5 年 大坪

浩二 

 

6 月 28 日から 30 日にかけて、栃木県鹿沼市に

あるあわの自然学園に行ってきました。前日光県

立自然公園に近く、花鳥風月に親しむことのでき

る場所です。草木の鮮やかな緑、岩の力強さ、水

の透き通る美しさ、いつもは感じることのできな

いような自然そのものを感じてくることができ

ました。 

ハイキングでは、アップダウンのある山道を声

かけし合いながら、一生懸命歩きました。5 年生

のチームワークがとてもすばらしい移動教室で

した。 

日光移動教室に向けて 

6年 松原 大樹 

「80人の知恵と気持ちを集結させる」ことをテーマ

に、個々の役割を果たすことができるように、事前

準備に取り組んでいます。 

 先日、キャンプファイヤーの練習を行いました。

積極的にみんなの前に出て踊りをレクチャーする

子供たちの前向きな気持ちや、それに応える周りの

子供たちの盛り上げようとする気持ちから、この学

年の力強さを感じました。とても清々しい雰囲気で

した。 

 ３人の担任、引率の教員、支援員で力を合わせ、

子供たちの団結力をさらに高められるよう支援し

て参ります。 

閉庁期間 

（機械警備） 


